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28 年 9 月 30 日

【PLAN（計画）】

～

無

【DO（実施）】

※財源内訳中の「その他」には、保険料・寄付金・基金・利用料等の収入を記入しています。
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健康づくり推進員活動事業

部局名

　養成講座を定期的に開催し、受講者に対して健康づくりに必要な知識と技術を習得させるとともに、カリキュラム
修了者を健康づくり推進員として委嘱するなど、地域における健康づくり活動の基盤を整備する。また推進員の意
欲維持、向上、運動に関する新しい知識、技術の習得のために、年間５回程度のフォローアップ教室を開催す
る。
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健康づくり推進員養成事業

　市民の健康に対する意識・運動による健康度の向上を図るため、健康づくりに関する知識と技術を習得した｢健
康づくり推進員｣を養成する。また養成した推進員は、市内各地区の運動リーダーとして、ウォーキングや健康体
操といった運動を企画、継続運営していく。
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＜様式１＞

【CHECK（評価）】

※事業類型が１～３に該当する事業については妥当性及び有効性の評価は記入しておりません。

【ACTION（改善・改革】

意
見
等

内
容

※１次評価は事業担当課長等、２次評価は２次評価委員会によって行われます。

２
次
評
価

担当者意見のとおり

【必要性】

高い やや高い

対象外

【コスト】

【負担割合】

　健康づくり推進員が適正に活動するには、健康・運動に関する知識、技術の習得のために10回程度の養成講座回数が必要
である。また講座修了後も新しい知識・技術の習得、そして活動に対するモチベーションの維持、向上、また推進員の組織運営
のために継続的なフォローアップ講座を開催する必要があり、経費の削減の余地はない。

見直しの余地なし

削減の余地なし

事業が抱える問題・課題等

有
効
性

事業の進捗状況
昨年度の評価から、どのような取組
をしましたか（昨年度の【ACTION】
の改善・改革の進捗等）

　スクエアステップエクササイズの内容を養成講座、フォローアップ講座に取り入れ、平成27年度６か所
の健康体操教室で導入。初回は指導員の資格を取得した職員が指導に入っている。

妥
当
性 【市の関与】 高い

やや低い

やや高い やや低い

内容
今後の方向性のもとで、どのような
取組をするか（課題や問題点等に
対する取組など）

　健康づくり推進員活動における６５歳未満の参加者が１４．５％であり、その年代の市民が運動を習慣
化するために必要な場所や方法の実態把握が必要である。市内民間運動施設への参加者の年代把握
など聞き取り調査を実施していき、現状把握を行っていく。また、健康づくり推進員活動に関するPRを行
う。

効果
事業の改善・改革によって期待され
る効果は何か

　健康づくり推進員の活動を６５歳未満の市民にも広げることで、運動習慣が壮年期から身につき、生活
習慣病予防が期待できる。

効
率
性

今後の方向性

見直しの余地あり 該当なし

　参加者は講座修了後にボランティアとして活動を行うものであり、その養成課程における負担金の徴収は適切でない。

削減の余地あり 該当なし

１
次
評
価

今後の方向性

終期設定

現状維持

終期設定

今後の方向性

高い やや高い

 　推進員の活動も活発化し、活動場所の増加などにより、推進員活動へ参加する市民数も目標値を上回っている。

【施策貢献度】

【事業成果】

やや低い

　地域の住民自らが推進員となることで、地域の実情を把握しやすく、顔なじみの関係で誘いあっていくことで継続した運動につ
ながりやすい。また、運動は生活習慣病の予防など市民の健康づくりの手段として効果的で、市民一人ひとりが主体的に健康
づくりに取り組むことにつながっている。さらに、長寿介護課の「楽笑会」を継続して存続させるリーダー的存在としても活動して
おり、地域を支える人材にもなっている。

やや低い

該当なし

　スクエアステップエクササイズを幅広い年代に浸透させていくため、スクエアステップエクササイズを応用した運
動プログラムを指導・実施するなど活用の幅を広げていく必要がある。また、マットを毎回借用する手間や、各教
室で購入するとなると、多くの教室で導入することは難しい状況もある。
　市民参加者数は伸びているが、４０－６４歳の参加が少なく壮年期の市民参加者を増やす対策が必要である。

高い やや高い 低い

低い

　市が地域の実態を把握し、それを推進員に伝えその地域に合った活発な活動を行っていくために市の関与は必要である。ま
た推進員が活動を展開するにあたり、参加者が安心して参加できる環境整備のため、市のバックアップは必要である。

該当なし

低い 該当なし

　「第５次大村市総合計画」では身体と心の健康づくりの充実を目標としてるが、市民が運動するきっかけとして健康づくり推進
員の活動の普及が求められる。推進員の活動の場が増えると同時に、推進員の活動内容も充実できるよう運動に関する知識の
向上が必要である。また「健康日本２１」、「健康おおむら２１」で生活習慣病予防が掲げられているが、運動習慣の定着に加え、
特定健診の受診勧奨も活動の一環として担っている。

低い 該当なし
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